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出
か
け
る
と
き
は 

憲
法
を
持
参 

私
は
、
２
０
１
０
年
４
月
２１
日

に
、
岡
山
県
労
働
者
学
習
協
会

主
催
の
７９
期
労
働
学
校
（
「
こ
ん

な
人
に
会
っ
ち
ゃ
っ
た
教
室
」
）
の

プ
レ
企
画
の
講
師
を
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
憲
法
と
と
も
に
歩
む
人

生
～
平
和
・
人
権
・
連
帯
～
」
と
題

正
し
ま
し
た
。
内
容
は
「
平
和
憲

法
と
と
も
に
歩
む
―
岡
山
市
九

条
の
会
連
絡
会
の
人
々
―
」
で
、

１９
日
に
発
行
し
ま
し
た
。 

 

自
民
党
の
「
ね
ら
い
」
を
知

り
、
日
本
国
憲
法
を
考
え

よ
う ２

月
１
日
の
学
習
会
に
つ
い
て
、

少
し
く
わ
し
く
紹
介
し
ま
す
。 

こ
の
学
習
会
は
「
自
民
党
憲
法

草
案
」
を
事
務
局
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
各
項
目
（
㈠
憲
法
を
変
え
る

理
由
、
㈡
国
民
主
権
の
縮
小
、
㈢

な
い
で
し
ょ
う
か
（
具
体
的
に
は
、

憲
法
の
番
人
と
し
て
の
司
法
の
役

割
） 

私
は
「
日
中
不
再
戦
は
、
憲
法
九

条
を
生
か
す
道
」
「
教
え
子
を
再

び
戦
場
に
送
る
な
」
な
ど
を
訴

え
、
憲
法
を
守
れ
と
平
和
運
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

こ
の
道
を
す
す
ん
で
い
き
た
い
。 

 

民
主
会
館
３
階
で
開
い
た
「
あ
た

ら
し
い
憲
法
草
案
の
は
な
し
」
学

習
会
の
司
会
を
し
ま
し
た
。 

４
日
は
、
岡
山
県
地
域
人
権
問

題
研
究
集
会
２
０
１
７
が
、
岡
山

市
の
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
１
８
８
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
集
会
は
、
２
０
１
２
年

２
月
の
第
一
回
以
来
「
憲
法
を
政

治
に
活
か
す
新
し
い
政
治
」
の
在

り
方
を
探
る
こ
と
を
課
題
に
と
り

く
ま
れ
て
き
ま
し
た
。 

日
中
岡
山
支
部
は
、
第
一
回
か
ら

「
第
６
分
科
会
～
平
和
・
原
発
・
環

境
を
考
え
る
～
」
の
報
告
者
や
司

会
と
し
て
、
集
会
成
功
の
た
め
努

力
し
ま
し
た
。 

 

君
が
体
験
し
た
憲
法
の
力

と
は ８

日
は
、
全
日
本
退
職
教
職
員

連
絡
協
議
会
の
２
０
１
６
年
度
第

３
回
幹
事
会
が
東
京
で
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
会
で
は
、
松
村
会
長
が

紹
介
し
た
友
人
か
ら
言
わ
れ
た
と

い
う
、
次
の
言
葉
が
心
に
残
り
ま

し
た
。
「
君
が
仕
事
や
子
ど
も
を

通
し
て
体
験
し
た
憲
法
の
『
力
』
と

は
な
に
か
」
。 

私
は
、
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
岡

山
で
取
り
組
ん
だ
、
天
満
屋
就
職

差
別
撤
廃
運
動
を
思
い
出
し
ま
し

た
。 ９

日
は
、
人
権
２１
の
原
稿
を
校

戦
争
放
棄
の
放
棄
、
㈣
基

本
的
人
権
の
制
限
、
㈤
強
く

美
し
い
国
へ
）
ご
と
の
分
担
・

説
明
し
、
質
疑
・
討
論
を
し

ま
し
た
。
１２
人
と
参
加
者

は
少
な
か
っ
た
が
、
草
案
を

つ
く
っ
た
人
の
立
場
で
書
か

れ
て
い
る
の
で
、
自
民
党
の

「
ね
ら
い
」
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。 

私
は
、
㈤
を
担
当
し
た
菱

川
さ
ん
が
「
立
憲
主
義
は
、

国
民
が
権
力
を
し
ば
る
も
の

で
あ
る
こ
と
の
説
明
は
よ
く

さ
れ
る
が
、
も
う
一
つ
の
側

面
が
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
次
の
こ
と
を

強
調
し
た
こ
と
が
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。 

「
民

主

主

義

と
立

憲
主

し
て
講
演
し
ま
し
た
。 

講
演
の
最
後
に
「
私
の
決
意
」
と
称

し
て
、
次
の
３
点
を
あ
げ
ま
し
た
。 

①
出
か
け
る
と
き
は
、
憲
法
を
持

参
す
る
こ
と
。 

②
毎
日
、
憲
法
前
文
を
読
む
こ

と
。 

③
毎
日
、
憲
法
の
条
文
を
一
つ
書

く
こ
と
。 

日
本
国
憲
法
を
考
え
る
日
々 

小
林 

軍
治 

 

現
在
ま
で
守
ら
れ
て

い
る
の
は
、
①
だ
け
で

す
。
童
話
屋
発
行
の
「
日

本
国
憲
法
」
（
子
供
向
け

の
小
冊
子
）
を
持
参
し
て

い
ま
す
。 

さ
て
、
今
年
は
、
憲

法
施
行

７０

周
年
の
節

目
の
年
で
す
。
②
に
も

挑
戦
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
憲
法
と
と
も
に
過

ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
私
の
２
月
１

日
か
ら
９
日
ま
で
を
紹

介
し
ま
す
。 

憲
法
を
政
治
に
活

か
す ２

月
１
日
は
、
岡
山

市
九
条
の
会
連
絡
会
が

義
・
・
・
・
民
主
主
義
は
場
合
に
よ
っ

て
は
多
数
の
専
制
と
な
り
え
ま

す
。
一
方
、
立
憲
主
義
は
、
民
主

主
義
の
こ
の
傾
向
に
歯
止
め
を
か

け
る
仕
組
み
と
も
い
え
ま
す
。
民

主
的
立
法
に
お
い
て
も
個
人
や
少

数
者
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る

可
能
性
を
認
め
、
こ
れ
を
制
度
的

に
抑
制
し
よ
う
と
す
る
の
が
立
憲

主
義
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
蔓
延
し
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
煽
ら
れ
る
今
日
、

立
憲
主
義
の
こ
の
側
面
が
、
よ
り

広
く
言
え
ば
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
精
神

が
今
一
度
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
は

新
理
事
さ
ん
紹
介 

丸
山
奠
子
さ
ん 

丸
山
さ
ん
は
、
昨
年
１１
月
の

日
中
友
好
協
会
主
催
の
洛
陽
へ

の
旅
行
に
稲
葉
理
事
の
お
さ
そ

い
で
参
加
し
ま
し
た
。 

現
役
時
代
は
看
護
師
と
し
て

岡
大
病
院
、
林
病
院
に
お
勤
め

で
し
た
。
旅
行
も
大
好
き
で
、
国

内
・
海
外
に
何
回
も
い
か
れ
て
い

ま
す
。 

さ
っ
そ
く
稲
葉
理
事
の
勧
め

で
日
中
友
好
協
会
の
会
員
に
な

る
と
同
時
に
、
日
中
岡
山
支
部

の
理
事
に
も
な
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
わ
せ
て
日
本
国
民
救

援
会
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い
て
、

只
今
、
大
ブ
レ
イ
ク
中
で
す
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

丸山奠
さだ

子
こ

さん 
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次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

３
月
１
日
（水
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

小林 

曽田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

光本 

第２回「孟子」を読む 
梁恵王篇（下） 

弓田 盛樹   

 宣王は自らが音楽を楽しむために雪宮という豪華な離宮をつくっていました。雪

宮に招かれた孟子は王から問われます。「賢者にもこのような楽しみはあるだろう

か」と。この時の宣王の言葉の裏には、道徳主義を掲げる孟子を皮肉る思いも隠

れています。 

 しかし意に介さず孟子は、「有り。人は楽しみがえられないときは君主を誹るよう

になります。君主を誹るのは悪いが、人の上に立つ者でありながら、民衆と楽しみ

を共にしないのも悪い」と巧みに答えます。要するに、民とともに苦楽を共にすれ

ば、民の方から慕ってくるということを説いたのです。 

 また、鄒の穆公は、「戦いで、わが家臣を３３人失った。しかし民には一人の死者

もなかった。軍紀の乱れを正すために誅罰したいが、数が多すぎる。どうすればよ

いか」と孟子に相談するくだりがあります。孟子の答えは、「凶作で飢餓の時、民

衆は飢えに苦しんでいた。一方、公の倉には穀物があふれ、財政は潤沢。それな

のに家臣は誰一人として進言する者はいませんでした。民衆が家臣の死に同情

しないのは平素の行いが悪いからです」というものです。 

 この箇所から古代中国の権力に対する価値観が伺えます。それは、古代の権

力者は見られる対象であるということです。民とともに楽しむということは、民の中

にあって自身の王としての威厳、権威を常に示し、失わないように常に努めてい

なければいけません。遊行も単なる楽しみではなく、民のことを憂いているとアピ

ールすることが求められたのです。 

現代の中国では権力と民衆の関係は逆転しています。民衆が権力によって監

視されるようになりました。それは、法が整備され社会化が浸透しているからで

ピ
を
用
意
し
て
、
約
２
５
０
個
ほ
ど

作
り
ま
し
た
。 

生
徒
た
ち
は
、
ニ
ラ
や
白
菜
の

み
じ
ん
切
り
、
め
ん
棒
で
の
皮
づ

く
り
な
ど
に
男
女
仲
良
く
話
し
な

が
ら
つ
く
り
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ

た
ア
ツ
ア
ツ
の
水
餃
子
を
、
お
い
し

そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
な
ど
も
含
め
て
、
次

号
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

２
月
１９
日
の
１０
時
か
ら
１３
時

ま
で
、
上
南
公
民
館
で
中
学
生
を

対
象
に
水
餃
子
教
室
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

参
加
し
た
の
は
上
南
中
学
校
の

一
・
二
年
生
男
女

１０

人
ず
つ
の

２０
人
で
す
。
指
導
し
た
の
は
、
中

国
帰
国
者
で
日
中
岡
山
支
部
理

事
の
今
岡
寛
さ
ん
一
家
で
す
。 

今
岡
愛
子
さ
ん
が
、
生
地
や
あ

ん
の
つ
く
り
方
な
ど
を
書
い
た
レ
シ

す。孟子の考えは徹底した道徳主義であるため、個

人が徳を高めればおのずと周囲に良い影響を与える

と考えます。現代からしたら楽観的すぎますが、この

点は見直す価値があるのではないでしょうか。 

相模原障害者施設殺傷事件や保護なめんなジャ

ンパー問題など、安倍政権という権力機関がもたらす

文化様式を反映しています。民衆一人ひとりが高度な

仁・義を身に付けていなければ簡単に悪徳に取り込

まれてしまうのです。 

つづく 

 

中
学
生
と
水
餃
子
づ
く
り 

 

第
３
回
中
国
百
科
検
定 

岡
山
会
場
の
申
し
込
み
20
日
ま
で
に
17
人 

 

第
３
回
中
国
百
科
検
定
は
３
月

２０
日
（
月
・
春
分
の
日
）
に
実
施

さ
れ
ま
す
。
受
験
の
申
し
込
み
は

２
月
２０
日
で
締
め
切
り
で
す
。 

 

全
国
の
受
験
申
込
者
数
は
、
２

月
17
日
現
在
、
３
９
９
人
に
達
し

ま
し
た
。 

こ
の
時
点
で
、
第
１
回
目(

２
０

１
４
年
３
月)

の
受
験
申
込
者
数
３

９
０
人
を
上
回
り
ま
し
た
。 

第
２
回
目(

２
０
１
５
年
９
月
）
の

受
験
申
込
者
数
（
５
２
０
人
）
、
第

２
回
目
の
受
験
者
数
を
上
回
っ
た

の
は
、
さ
い
た
ま
、
千
葉
、
東
京
三

多
摩
、
大
阪
、
大
分
、
宮
崎
の
６

会
場
で
す
。 

岡
山
会
場
の
受
験
申
し
込
み

は
２０
日
現
在
で
１７
人
で
す
。
（
未

確
定
） 

第
２
回
目
の
岡
山
の
受
験
者
は

１４
人
で
し
た
。 

今
回
、
前
回
を
上
回
り
ま
し
た

が
、
目
標
の
２０
人
に
は
届
か
な
い

よ
う
で
す
。 

 

２
月
２６
日
（
日
）
に
、
第
２
回
対

策
講
座
を
開
き
ま
す
。 

午
前
１０
時
～
１２
時
ま
で
、
岡

西
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。 

「
中
国
百
科
検
定
の
問
題
集
」

を
使
い
な
が
ら
学
習
し
ま
す
。 

受
験
の
予
定
が
な
い
方
も
大
歓

迎
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 


